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1.本年度の研究成果	
 

	
 本研究は、診療録からの情報収集による後ろ向き研究と患者と家族を対象とした前向き研

究を行い、班会議において若年患者の問題点と支援ニーズを検討した。以下に本年度の研究

成果を述べる。	
 

(1)後ろ向き研究	
 

	
 40歳未満の乳癌・肉腫・原発不明癌・胚細胞腫の死亡した患者のうち、がん種に関係なく

約10％が在宅での死亡であり、若年がん患者では40歳以上で利用できる介護保険による在宅

介護支援のない状況で死亡していることが明らかとなった。	
 

(2)前向き研究	
 

	
 研究計画書に従い、がん患者119人（40歳未満：59人、40歳以上：60人）の調査を3施設で

実施した。疾患割合は（乳がん：約80％、肉腫：約10％、婦人科がん：約5％、その他）で

あった。若年がん患者の25％は世帯主であり、子供がいる患者が3割、未婚者が4割、両親と

の同居は3割であった。若年がん患者のうち、減収となった世帯は60％を占め（100万以上300

万未満の割合が最大）、治療費・経済面・仕事・家族の不安は、40％近くの患者が訴えてい

た。また、相談支援センターの認知度は7割であった。実際の利用歴は25％であり、今後の

利用がないと答えた患者は64％に上った。40歳上の患者において終末期に過ごしたい場所は、

ホスピス、自宅を占めていたが、若年がん患者ではホスピス：6.8％、自宅：10.2％であっ

た。解析では、子供のいる若年がん患者は家族（子供）に対する不安を持っており、経済的

な不安も強いことがわかった。また、がん家族歴のある患者は相談支援センターの認知率や

利用率が高い傾向があった。	
 

(3)若年がん患者における精神心理的苦痛に関する前向き研究	
 

	
 日本の疫学調査では概ね4-7%のがん患者にうつ病が認められる。今回、40歳未満の若年癌

患者33人を対象にプライマリケア領域で使用される精神障害の診断補助ツールであるPHQ-9

を実施し、精神・心理的問題の検討を行った。PHQ-9の平均得点は、4.42±3.81点、介入が

必要な抑うつ状態は12.1%、精神科受診希望が24％いた。抑うつ症状による生活困難度（困

難・やや困難）は、33%であった。今回の研究で、若年がん患者におけるうつ描画疑われる

割合は、本邦の有病率に比べて高い水準にあり、また、不眠や倦怠感の訴えが多いことは他

世代と同様であるが、若年がん患者においては、特に無価値観・罪悪感を毎日認めている患



 
 

者が他の世代に比べて多いことが分かった。若年がん患者では、仕事や学業における中断・

退職や家庭における役割を果たせないことが原因となっている可能性があると考察した。	
 

2.前年度までの研究成果	
 

(1)後ろ向き研究	
 

『癌診療・固形悪性腫瘍患者の終末期ケアおよび福祉サービスの利用実態調査』として、研

究計画書を国立がん研究センター中央病院	
 研究倫理審査委員会へ提出し、承認を受けた後、

国立がん研究センター中央病院	
 乳腺・腫瘍内科で診療を担当している複数の悪性腫瘍領域

（乳がん・婦人科がん・肉腫・胚細胞腫）の診療録より情報を収集する形で研究を開始した。	
 

① 乳がん	
 

2008年4月から2012年5月までに国立がん研究センター中央病院	
 乳腺腫瘍内科で治療した。

乳がん終末期患者で、死亡または終末期ケアを受けた患者195例を、当科データベースより

抽出し診療録より情報収集行った。	
 

① 婦人科がん（卵巣がん・子宮体がん・子宮頸がんなど）	
 

	
 40歳以下の婦人科がん患者で診療を受けた242例中死亡した患者は31例であり、死亡時年

齢の中央値は30歳、緩和治療導入から死亡までの期間の中央値は99.5日であった。死亡した

場所は、在宅：2例、国立がん研究センター中央病院：6例、他院緩和ケア病棟：21例、詳細

不明2例であった。診断時、有職患者は15例で、残り半数は主婦であった。緩和治療導入か

ら死亡までの期間中央値は、有職患者が不就業患者に比べて長い傾向があった。	
 

② 肉腫	
 

	
 症例数 120 例程度を集積目標として、診療録から情報収集を開始した（約 50 例調査終了）。

胚細胞腫瘍目標症例約 100 例をとして、診療録より情報収集を開始した。（30 例調査実施）。	
 

(2)前向き研究	
 

	
 前向き研究のプロトコール・説明同意文書・調査票を研究班内（第1回班会議：平成24年5

月22日（火）於国立がん研究センター中央病院会議室）で検討のうえ作成した。2012年11月

より各研究実施施設の研究倫理審査委員会において承認された施設より症例登録開始とし

た。	
 

3.研究成果の意義及び今後の発展性	
 

	
 本研究班では乳がん・婦人科がん・肉腫・胚細胞腫疾患などの若年層（40歳未満）患者を

対象の中心とし、患者目線に立ったがん診療・終末期医療・医療福祉サービスを検討するこ

ととした。この年代は多様なライフステージ（親の保護下にある未成年、成人しているが独

身、雇用の不安定・業務負担が大きい職種（非正規雇用・管理職等）、子育て期間である女

性など）が存在している。今回の後ろ向き調査で、癌腫に関係なく死亡した40歳未満の若年



 
 

がん患者の約10％は在宅死亡であったことがわかった。また、これは前向き調査の終末期を

過ごしたい場所（自宅）の割合と一致していた。終末期を家庭・家族と過ごすのに40歳以上

の末期がん患者が利用できる介護保険による支援サービスの対象でない患者層であること

が明らかであり、年齢による支援制度の欠落は改善の余地があると考える。	
 

	
 本研究課題は、質的研究ということで大都市圏の病院とがん拠点病院と限られた施設で実

施されたため、地方の病院における幅広い調査が必要と考える。また、今回の質的調査で浮

かび上がった若年患者特有の経済的不安や精神的苦痛の要素、相談支援センターへの認知の

低さの要因等を重点的に大規模調査したい。これら若年特有の問題を踏まえた質の高い『繋

げる・繋がる』支援ネットワーク体制と対策を検討することが今後可能と考える。また、医

学部教育やがん診療に携わる医師に対する社会支援の啓発や全国の相談支援センター員を

対象とした若年患者相談の教育指導プログラムやCase	
 study集・Webベースの支援コンテン

ツ開発を行いたい。本研究課題で得られた成果は、医療サービス・公的支援のあり方を検討

し、質の高い支援サービスの還元となりうる。また、がん対策基本法において、すべてのが

ん患者及びその家族の負担・苦痛・不安の軽減並びに療養生活の質の向上につながり、わが

国の若年癌患者の診療や終末期医療政策において有用な情報に資すると考えられる。	
 

4.倫理面への配慮	
 

	
 本研究は、後ろ向き研究と前向き研究からなる。後ろ向き研究については、国立がん研究

センター研究倫理審査委員会において研究承認を得て実施した。前向き研究については、多

施設共同研究であることから、各施設における研究倫理審査委員会にて審査・承認されて研

究実施とした。承認が得られた後、ヘルシンキ宣言、疫学研究の倫理指針、個人情報保護法

等の本研究に関して関連する指針や法に沿って、患者や家族から適切に説明・同意を文書で

取得し、適切に研究を実施した。	
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